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1緒 論

幼稚園の自然指導 とい う領域が,幼 児のもつ疑問をど

う考えているだろうか,ま たそれはどう考えるべきであ

ろうか とい うことを明らかにして,幼 稚園における自然

指導の根拠あるカ リキュラム編成に役立てたいとい うこ

とが本調査の目的である。

本調査研究の資料は昭和15年 か ら昭和19年 までの

分を第1回 として発表するもので,そ の資料収集は当時

の都立武蔵高校2年 生200人 が 自分の周辺の幼児から老

人に到るまで随時に発せられた理科的な疑問を収録した

ものを材料にした。当時の生徒に謝意を表する。

II現 在自然指導の教材はどうなっているか

昭和18年 に某幼稚園で自然に関する教材(当 時は観

察といわれていた)の 配分を調べたら第1表 のようにな

っていた。

第1表 自然の教材分類

び,花 火,眼 。

(2)自 然指導の実際(同P.88)

1.植 物。サクラ,二 十日大根,朝 顔,野 菜果物,キ

ク,木 や草の実,ヒ ヤシンス,紅 葉,落 葉,サ ザンカ,

芋 ほり。

2.動 物。アリ,カ タツムリ,オ タマジャクシ,ツ バ

メ,ゾ ウ,ト ンボ。

3.自 然現象。天気しらべ,太 陽 ・月 ・星,虹,雲,

風,雪 ・霜柱,日 なた 日かげ。

4.物 理。汽車,早 さ,噴 水,シ ャボン玉,鏡,磁

石,た こ,電 話。

5.物 品。かたち遊び,石,石 炭。

(以上の教材区分は多少配分を変えた)

同書の年間計画のものはカリキュラム形式 になってい

ないが,指 導の実際の例はカリキュラム形式 になってお

るので,こ の方の教材数を調べてみると第2表 のように

なる。この配分は現在多 くの幼稚園で採用 されていると

思われる。

陣 刎 動刎 物劇 気刻 雑

教材 数129

% 51

11

20

8

14

7 2

12

カリキュラムは現在幼稚園毎に,そ れぞれつ くられて

おるのでまちまちであろう。文部省発行幼稚園教育指導

書自然編には,年 問の具体的教材数がでてい ない。 昭

和37年 フ レーベル館発行の東京都私立幼稚園協会編,
v幼稚園参考書ミには次のような具体的例がでている

。

(1)自 然領域年間計画一例(同 書P.128)

小 鳥,野 の花,虫,貝,カ ニ,魚,草,カ エル,芋 ほ

り,野 菜,動 物園,落 葉,木 の実,日 なた目かげ,麦 ふ

み霜よけ,植 物の成長,野 草,牛 と牛乳,ト カゲ,カ エ

ルの卵,ム シバ,時 計,入 梅,七 夕,月,天 体,水 遊

第2表 現在実施せられておると思われる教材

生 物

動物植物

自然現象

天体地球気象

人間生活

人
体
生
活

物理物品

物
理 Aロロ

計

*Relationbetweentheyoungchildren'sQuestionsand

theKindergartenCurriculuminthefieldofScience.
**lshitaroArimoto

嬲 数1・1・ ・1・ ・16i・{・181・i341

%18129・1・1・8回 ・1・ ・1・i…

これを戦前のものと比べると,最 も多い植物教材の量

は同じでともに29%を 占めているが,物 理関係のもの

は8%か ら23%の 急増をしており,気 象 も6%か ら18

%に ふえておるのは時代を物語るものであろう。

(3)幼 稚 園の教材配列はこれでよいのか

文部省の指導書を見ても,フ レーベル館の幼稚園参考

書を見ても,教 材配分作成の根拠が示 されていないから

前記配分を簡単には批判できない。 しかし幼稚園教育の

再検討を要求 されている今 目,こ の配分が適当であるか

どうかは重要な問題である。

幼稚園のカリキュラムをつ くる場合の根本理念は,
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第一は社会からの要求による素材の選択である。

第二は人間の本質,す なわち幼児の要求,ニ ー ドより

くるところの素材の選択である。

幼稚園の目標は,基 礎的な人間づ くりにあるのであっ

て小学校の予備的のものでは決してない独自な性格を持

たなければならないと同時に,人 問づくり教育の全体 と

の関連 において行われるべきであるという観点に立って

素材の選定が行われる。

以上のようにして選定された素材を年中行事 と組合せ

て,幼 児の発達段階に応 じたカリキュラムの設定が行わ

れるべきであろう。このように考えてくると,前 記教材

配分は沢山の未検討な問題点を内蔵しているようにみえ

る。

(4)幼 児の疑問とカリキュラム

幼児にとって彼 らが見たり聞いたりする事物現象は,

すべてが新らしく珍らしくて不思議でならないものであ

る。だから3才 位になって言葉がある程度自 由 に な る

と,あ らゆることを不思議として質問をする。しかも絶

え間なく質問をする。大人には不思議を不思議 と感 じな

い不思議な疑問の免疫化現象があるから,幼 児の質問に

戸迷い し困惑を感ずる。なかには学者ですら戸惑いする

質問も多い。.

「お母 さんなぜ男 と女 とがあるの」の質問は4才 児で

発 しているが,こ れは学者でもまだ正確に答えられない

重要な研究課題である。

幼稚園の自然指導における目標は,彼 らの生活経験か

ら自然や科学に対する関心を深め,豊 かな創造性などを

養 う基礎的な人づ くりにある。幼児の自鉢や科学に対す

る関心は極めて深 くその質問は非常に多彩であ り豊富で

あ り,そ の取扱い方如何によっては彼等の創造性を極め

て豊かにし,そ れがまた質問の質を向上させ量を多 くす

るであろう。

ところが不思議にも,幼 稚園や小学校などでの授業を

見ると子供からの質問はほとんどな くなっている。それ

は疑問がなくなったのではなく大人の疑問免疫症の影響

によるので,ま ことに残念なことである。何が彼にこれ

を伝染させたのかということはよく考えてみなければな

らない。その原因の一つにカリキュラムの設定の不適当

と,指 導技術の問題 とがあることは否めないであろう。

幼児の疑問は彼等の入間的本質よ一りくるところの欲求

の現われであり,彼 等のニー ドであり,彼 等の全精神活

動の現われである。従ってこれが幼児教育のカリキュラ

ム設定に十分取 り入れられるべきは当然のこ とで あ ろ

う。堀七蔵氏榮は小学校1年 生より旧制高等小学2年 生

までの生徒の疑問を調査され,そ の量により各学年の教

材量の配分を設定されている。生徒の発達段階に応 じ彼

等のニー ドを満す とい う考え方をカリキュラム設定の重

要な柱 とすることは当然である。それにもかかわ らず幼

児の要求調査に基礎づけされたカリキュラム編成の研究

が少い。

現行のカリキュラムをその教材量の多いものから順に

みると,第2表 のように植物(29%),物 理(23%),

動 物(18%),気 象(18%),物 品(9%),天 体(3%)

の順になっていて,地 球や人体に対 してはほとんど考え

られていない。果して幼児の要求は植物 に最も多いので

あろうか。私はこれらの解明を幼児の疑問の調査研究に

期待したいのである。

皿 幼児の疑問調査

この調査の方法は,意 図的に質問をさせたのでな く,

時にふれて幼児が偶然的に出し左質問をメモしてお く方

法をとった。また質問初期に連発される 「あ れ は何 に

a」 とい うような名前を聞 く質問は省略した。

(1)植 物 に関するもの

1)5才 男子

1.ど うして木には枝があるの。

2.松 の木はどうして赤いの。

3.葉 は どうして緑色をしているの。(女,同 才同質問女

子1人 あり)

4.ど うして柿の種が木にできるの。

5.花 にはどうしていろいろの色があるの。

6.虫 が食 ったのでないのになぜ葉が落ちるの。

2)5才 女子

1.里 芋の葉 にどうして水玉があるの。

2.花 はなぜ咲 くの。

3.ナ スはどうして夏だけあるの。冬 もあればよい。

4.ア サガオはなぜ朝だけ咲くの。

3)6才 男子

1.花 にはどうして∀・ろいろの色があるの。(女1)

2.木 は どうして伸びるの。

3.イ チ ジクの木にはなぜ白い汁があるの。

4。木はどんなゴハンを食べるの。

4)6才 女子

1.花 にはなぜ花びらがあるの。

2.レ ンコンになぜ穴があるの。

3。木はなぜ土のなかから生えるの。

4.花 にはいろいろの色があるのはなぜ。

5.紅 葉 は赤い色,イ チ ョウは黄色いのはなぜ。

堀七蔵,1959年,児 童生活の疑問の調査研 究,福 村 書店。
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6.ヒ マ ワ リはわ た し の背 よ り高 くな るか し ら。

7.花 び らは なぜ あ る の 。

8.木 は なぜ 伸 び る の。

9.タ マ ネ ギ をむ くと なぜ 眼 がい たい の。

10.木 の葉 は冬 な ぜ 落 ち る の。

11.葉 は なぜ 緑 色 を し てい る の。

5)7才 男 子'

1.し ぶ 柿 を 吊 し柿 にす る となぜ あま くな る の。

2.し ぶ 柿 をた るづ け にす る と なぜ あ ま くな るの 。

6)7才 女 子

1.葉 は な ぜ緑 色 を して い るの 。

2.モ ミヂ が赤 くな るの は なぜ 。

3.切 り花 を水 に さ して お く と しお れ るの は な ぜ 。

4.草 は ど う して生 え るの 。

5.花 は 一度 に 咲 か な い が 春 の 花 と夏 の 花 とは ち が うの 。

(2)動 物 に 関 す る も の

1)3才 女 子

1.ニ ワ トリは なぜ 朝 早 く起 き る の 。

2.チ ョ ウは なぜ 花 に止 ま る の。

2)4才 女 子

1.キ ン ギ ョは なぜ 泳 げ る の。

2.カ レ イ は なぜ 背 と腹 の色 が ち が うの。

3.毛 虫 に なぜ きれ い な の とき た な い のが あ る の。

3)5才 男 子

1.ト ン ボ は夜 ど こ に寝 る の。

2.セ ミのお うち は ど こ。

3.ど うし て犬 は ワ ン ワ ン,猫 は ニ ャ ー ニ ャ ー と な くの。

(男2)

4.動 物 に ど うして 弱 い も の と強 い も のが あ る の。

5.ネ コ とイ ヌ は なぜ 仲 が わ る い の。(女1)

6.ネ コ に なぜ ヒゲ が あ る の。

7.サ ル のお 尻 な ぜ 赤 い の。

8.キ リン の首 は な ぜ 長 い の。

9.ゾ ウ の鼻 は なぜ 長 い の。(女1)

10.虫 はな ぜ 鳴 くの 。(女1)

11.セ ミは なぜ 鳴 くの 。(女1)

12.ト ン ボ なぜ 飛 べ る の。(女1)

13.ト ンボ はな ぜ 水 の 中 に卵 を産 む の。

14.セ ミは 冬 ど こ にお る の。

15.鳥 は ど うして 飛 べ る の。

16.ニ ワ ト リは な ぜ 飛 べ ない の。

17.コ ウモ リは鳥 か け だ もの か 。

18.ネ コは なぜ 爪 で引 っ か くの 。

19.ネ コは な ぜ ゴ ロニ ャー とい うの 。

20.イ ヌに尾 が あ るの は な ぜ 。(男2,女1)

21.イ ヌ は なぜ ワ ンワ ン な くの 。(男2)

22.イ ヌ は なぜ 夜 ほ え る の。

23.イ ヌ は なぜ 毛 が 沢 山 あ る の。

24.金 魚 は なぜ 赤 い の。

25.ミ ミズ は足 が ない の に なぜ 歩 け るの 。

4)5才 女 子

1.イ ヌは ワ ン ワ ン とい っ て お 話 が で き るの 。

2.イ ヌ は うれ しい とな ぜ尾 をふ るの 。

3.ネ コは な ぜ ネ ズ ミを と るの 。

4.ネ コは な ぜ 寒 が る の。

5.ネ コは な ぜ ニ ャー ニ ャー い うの 。

6.ネ コは な ぜ 魚 を ほ しが るの 。

7.キ リ ンの首 は折 れ な い の 。

8.ト カ ゲ の尾 は な ぜ切 れ る の。

9.金 魚 は な ぜ い つ も水 の な か に い る の。

10.金 魚 は水 の 中 に い て も死 な な い の 。

11.虫 は なぜ 光 に あつ ま る の。

12.秋 の 虫 は なぜ よ い音 が で る の。

13。ブ ンブ ン虫 は なぜ ブ ン ブ ン とい うの。

14.ナ メ ク ジ は な ぜ塩 に とけ る の。

5)6才 男 子

1.動 物 は なぜ 着 物 を着 ない の。

2.ネ コは ニ ャ ンニ ャ ン言 っ て話 で き な い の。

3.ネ コ は なぜ な くの。

4.魚 は なぜ 泳 げ る の。

5.な ぜ チ ョウ は蜜 を,キ リギ リス は葉 を食 べ る の。

6)6才 女 子

1.イ ヌ は なぜ 足 が4つ あ る の。

2.イ ヌや ネ コ なぜ お話 が で き ない の。

3.イ ヌや ネ コ なぜ 毛 が た くさ ん あ る の。

4.イ ヌ は なぜ ワ ンワ ン ほ え る の。

5.オ オ カ ミは こわ い の に,な ぜ あ ん な も のつ くっ た の 。

6.ネ コは なぜ ネ ズ ミを とる の。

7.ネ コは お な か を さす る と丸 くな る の は な ぜ 。

8.ヘ ビは なぜ 長 い の。

9.ス ズ メ は な ぜ飛 べ る の。

10.ニ ワ トリは ど う して オ ス が い な い と卵 を うま な い の 。

11・魚 は なぜ 泳 げ る の。,

12.金 魚 は なぜ 水 ば か りの む の。

13.ハ チ が刺 す となぜ い た い の。

14.ア リに な ぜ黒 い の と褐 色 の とが あ るの 。

15.チ ョ ウ と青 虫 とが 同 じっ て な ぜ 。

16.ナ メ クジ は塩 を か け る とな ぜ と け る の。

7)7才 男 子

1.動 物 は な ぜ オ ス が メ ス よ りも強 い の.
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2.な ぜ動物には尾があるの。(女1)

3.イ ヌは走るときなぜ舌を出すの。(女1)

4.イ ヌはなぜお話ができないの。

5.ネ コにはなぜ毛が生えているの。

6.ネ コはなぜネズミをとるの。

7.ネ コはなぜじゃれるの。

8.ヤ ギはなぜ紙を食べるの。

第4表 生物教材配分比

利 草花陣乳隔 隠1融
1(21 .3111(2

9.ニ ワ トリは なぜ 夜 眼 が見 え ない の。

10・卵 を あ た た め る とな ぜ ヒ ナ に な る の。(女1)

11.鳥 は なぜ 飛 べ る の。(女1)

12.お 魚 に は な ぜ手 足 が な い の。

13.チ ョウにははねがあるがアリにはない。

14.ミ ミズの頭はどっち。

8)7才 女子

1.ウ シはなぜモウーとなくの。

2.九 官鳥はなぜ人のまねをするの。

3.ト リがピーピー鳴 くのあれお話をしているの。

4.ネ コの赤ちゃん毛があるのなぜ。

5.キ ンギ ョはなぜ赤いの。

6.ク モの糸はなあに。

7.セ ミはミンミンなぜなくの。

8・セミは皮を破って出るとき痛くないの。

9.ホ タルはなぜお尻が光るの。

10.ト ンボは後に目がないけれど,後 から行 くとにげ る

のなぜ。

11.カ が刺すとなぜかゆいの。

以上生物に関する幼児の疑問は第3表 のようになる。

第3表 生物に対する疑問数

蓴ド 塗 」 ・1・[・1・[・圖%

植物

動

物

木

草花腎菜

哺乳 類

鳥 類

爬 虫 類

魚 類

昆 虫 類

外

1

1

2

1

5

6

30

2

1

3

13

2

8

6

10

2

1

3

4

1

4

3

12

7

2

6

2

ユ7

15

52

12

2

10

25

5

ユ2

11

38

9

2

7

18

3

23

77

計
1・i・i62135i36i・38}…i…

この表に従 って教材を配分するとすれば,そ の割合は

第4表 のようになり,現 行のカリキュラムと大 変 ち が

う。

現行のものは植物教材が最も多い。これは取扱いや管理

上からきておることであって,幼 児の本質的ニー ドから

きておるものではない。

(3)物 理方面に関するもの(化 学を含む)

1)3才 女子

1.風 は どうして吹くの。

2.波 はなぜ白いの。

2)4才 男子

1.ガ ラスの向 うにも電灯がつ くのなぜ。

2.マ ッチになぜ火がつ くの。

3,シ オ はなぜ塩か らいの。

3)4才 女子

1.電気 はなぜ光るの。 .

2.鏡 に なぜ うつるの。

4)5才 男子

1.火 はなぜあついの。

2.火 は なぜ赤V＼の。

3.洗 濯物なぜかわ くの。

4.風 が吹 くと葉が動 くのはなぜ。

5.鏡 で太陽を反射すると白いもの出るのなぜ。

6.鏡 は どうして見えるの。

7.ガ ラスはなぜすき通っているの。

8.マ リをつ くとあがるのはなぜ。

9.な ぜ水は冷 く湯はあたたかいの。

10.お風 呂のなかでお姉様を抱いたら軽かったがなぜ。

11.電気 はなぜ明るいの。

12.電気 のスイッチを入れるとすぐ電気がつくのはなぜ。

13.ど うして水から電気がとれるの。

14海 の水はなぜ塩からいの。

5)5才 女子

1.鏡 になぜ顔が写るの。

2.な ぜ鏡に写った字は反対になるの。

3.電 気 はなぜあるの。(女 子3)

4.ろ うそくの火はどうしてでるの。

6)6才 男子

1.ゴ ムは引張るとのびるのはなぜ。

2.な ぜ ヤカンの口から湯気が出るの。

3.水 をわかすとなぜ湯 になるの。(女1)

4.ウ チ ワであおぐとなぜ凉しいの。(女1)

5.鏡 はなぜ字が反対にうつるの。

6.ガ ラスでは顔がはっきり写 らぬが鏡は写るのはなぜ。

7.電 灯から明るい光が出るのはなぜ。
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8.電 気はなぜ明るいの。(女1)

9.空 気 って見えないの。

7)6才 女子

1.シ ャボン玉はなぜふるえるの。

2.ガ ラスはなぜすき通っているの。

3.水 はなぜ味がないの。

4.燃 す となぜ煙が出るの。

8)7才 男子

1.コ ンニャクがふるえるのはなぜ。

2.物 に重さがあるのはなぜ。

3.毛 皮 はなぜ温い。

4.茶 わんに入れた箸が曲って見えるのはなぜ。

5.電 気 をつけるとなぜ明るくなるの。(女1)

6.火 は どうして燃えるの。

9)7才 女子

1.ビ ールの栓をぬ くと泡が出るのはなぜ。

2.氷 か らなぜ煙が出るの。

3.電 気 をひるつけても明るくないのはなぜ。

4.電 気 はなぜあるの。(女3)

5.鉄 はなぜさびるの。

(4)機 器に関するもの(機 械器具物品>

1)3才 男子

1.ラ ジオのなかに人がいるのあけてみせて。

2)4才 男子

1.ラ ジオはなぜお話 をするの。

3)4才 女子

1.時 計 はなぜカチカチい うの。

4)5才 男子

1.だ るまさんはなぜ起きあがるの。

2.な ぜ消しごむで字が消えるの。

3.茶 わんを横にすると落ちるのはなぜ。

4.時 計 はなぜなるの。

5.蓄 音機が針一本で声がでるのはなぜ。

6.写 真 はなぜ うつるの。

7.ラ ジオのなかに人がいないのに声が出るのはなぜ。

8.電 車 はなぜ走るの。

9.飛 行機はどうして飛ぶの。(女1)

10.ガ ラスは何からつ くるの。

5)5才 女子

1.水 道からなぜ水が出るの。

2.時 計 はどうして一人でに動 くの。

3.紙 はなぜ破けるの。

4.石 けんはなぜスベスベしているの。

5.石 けんはなぜあぶ くが出るの。

6.ミ シ ンはなぜ早 く縫えるの。

7.イ ンキは何んで造ったの。

6)6才 男子

1.ふ ろ しきなぜ物が包めるの。

2.蓄 音機のなかに人がおらぬのに声が出るのはなぜ。

3.電 車 のスパークはなぜするの。

4.電 車 は汽車のようになぜ煙を出さないの。

5.電 車 はどうして造るの。

6.自 動車が通った跡なぜほこりが立つの。

7.電 車 に乗ると家や木が後に走るのはなぜ。

8.ラ ジオからなぜ声が出るの。

9.汽 車 の車はなぜ廻る。

10.飛行機はなぜ飛べる。(女1)(男2)

7)6才 女子

1.煙 突はなぜあんなに長いの。

2.ラ ジオのスイッチを入れると聞えるのはなぜ。

3.舟 は どうして造るの。

4.ガ ラスはどうして造るの。

8)7才 男子

1.鉛 筆でなぜ宇が書けるの。

2.餅 を焼くとふくれるのなぜ。(女1)

3.軍艦 は重いのになぜ沈まない。

4.飛 行機が通ったあとに一本の煙のすじがなぜできるの

5.一一一緒に走っていた隣の電車が急 に動かなくなるのはな

ぜ。

6.ラ ジオのなかに人がいるの。

7.電 車 のドーアはなぜひとりでに開くの。

8.鳥 は羽を動かして飛ぶが飛行機はなぜ動かさなくても

飛べるの。

9)7才 女子

1.せ っけんはなぜあぶ くがでるの。

以上の物理 ・機器をまとめてみると,第5表 のように

な り物理機器関係の範囲内だけの単元配分を考えると,

それぞれの項 目に2と1と を与えるのが適当であろうと

第5表 物理機器関係

事 項 脚 数1唄 齢

物
理
化学

機

器

計

物 質

光熱等

電 気

乗 物

物 品

電気等

22

17

19

19

23

6

106

21

16

18

18

21

6

100

2

2

2

2

2

1

11
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思われる。

(5)天 体 に関するもの

1)4才 男子

1.月 はなぜ落ちないの。(女1)

2.星 はなぜ夜だけ出るの。

2)4才 女子

1.お 月 さんはなぜ出るの。(女2)

2.星 さんはなぜ出るの。

3.星 さんはなぜ光るの。

3)5才 男子

1.太 陽 は東からだけでるの。

2.太 陽 はなぜ赤いの。

3.太 陽 は夕方なぜ赤 くなるの。

4.太 陽 を見るとなぜクシャミがでるの。

5・月はなぜ黄色いの。(女1)

6.月 は夜だけ出るのはなぜ。

7.お 月様はなぜ私についてくるの。(男2)夢

8.月 はなぜ日によって形がちが うの。

9.月 に大きいの小 さいのがあるのはなぜ。

10.お 月様のお家 どこにあるの。

11.お 月様の年はい くつ。

12.星 はい くつあるの。 .

13.流 星はどこに落ちるの。

14.星 はなぜ落ちるの。

15.星 は向 う側へばか り落ちるのなぜ。

16.星 はなぜキラキラ光るの。

17.流 星 はなんなの。

18.星 はなぜ5つ にとんがっているの。

4)5才 女子

1.月 はなぜ昼見えないの。

2.な ぜ お月様があるの。

3.月 が光るのはなぜ。

4.お 月様にウサギいるの。

5.お 月様はなぜいつも笑 うの。

6.太 陽 は1つ しかないが星は沢山あるなぜ。

7.星 は10ぐ らいあるの。

5)6才 男子

1.太 陽 は何年 ぐらい続くの。

2.太 陽はなぜ動 くの。

3.太 陽 はなぜ沈むの。

4。太陽はなぜあかるいの。(女1)

5.お 月様のどこで ウサザがお餅をついているの。

6.月 は どうして大きくなったり小さくなったりするの。

(女1)

7.月 はなぜ一緒 に歩 くの。(女1)

8.月 は なぜ 落 ち な い の 。

9.星 は朝 な くな る の。(男2)

10.星 は夜 だ け出 る の。(男2)

11.星 は沢 山出 る とき と出 ない と きが あ る の なぜ 。

6)6才 女 子

1.太 陽 は な ぜ あ るの 。

2.太 陽 は な ぜ あ つ い の 。

3.月 は な ぜ黄 色 い の 。

4.な ぜ空 に 月が あ る の 。

5.月 は な ぜ朝 は 白 くな るの 。

6.月 の な か に どん な ウサ ギ が い る の。

7.月 は なぜ 出 る の 。(女2)

8.月 は空 で何 を して い る の。

9.あ の星 は なぜ 落 ち ない の。

10.星 は なぜ 出 るの 。

11・星 は 生 き てい る の死 ん で い るの 。

7)7才 男 子

1.曇 って い て 太 陽 ぶ 見 えぬ の に明 るい の は な ぜ 。

2.1目 の うち 明 る くな っ た り暗 くな る の は な ぜ 。

3.天 は ま る くな っ て い る の 。

4.太 陽 は赤 く,月 は黄 色 で あ る の は なぜ 。

5.月 は丸 い のは なぜ 。

6.月 は なぜ 落 ち ない の。(女1)

7.月 は 丸 くな っ た り細 くな るの は な ぜ 。(男2,女2)

8.お 月 様 は 動 くか ら生 きて い るの 。(女1)

9.星 は な ぜ夜 出 るの 。呷

10.花 火 を あ げ て も星 に な らな い の。

11.星 は ど う して空 に浮 い て い る の。

12.星 は ど う して 五 角 の ホ シ形 を してい る の 。(女1)

13.星 は ど う して で きた の 。

8)7才 女 子

1.太 陽 と地 球 とが ぶ っつ か っ た ら ど うな る の 。

2.月 は ど う して私 の後 に つ い て くる の。

3.星 は何 か らで きた の。(女2)

4.星 は なぜ ピカ ピカ 光 る の。

5.星 は なぜ 昼 は見 え ない の。

(6)地 球 に 関 す る も の

1)3才 男 子 、

1。空 は なぜ 青 い の。

2)3才 女 子

1.目 が暮 れ る とは ど うい うこ と な の。

2.海 の水 は なぜ 塩 か らい の。

3)5才 男 子

1.雷 は なぜ ゴ ロ ゴ ロな る の。(男3,女2)

2.雷 が お へ そ とる の本 当 な の。
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3.地 面 はなぜかたいの。

4.夕 焼 けはなぜ赤いの。

5.夜 はなぜ暗いの。(女1)

6.海 はなぜ青いの。(女1)

7.空 はなぜ青いの。(女1)

8.井 戸 の水はどこか ら出てくるの。

4)5才 女子

1.なぜ石の形はみな違 うの。

2.雷 が鳴るとなぜカヤを吊るの。

5)6才 男子

1.雷 はなぜ光るの。(女1)

2.雷 はなぜなるの。

3.雷 はなぜ夏なるの。

4.ど うして昼 と夜があるの。

5.夜 は どうして暗いの。

6.空 はなぜ高いの,行 ってみたい。

7.夏 はなぜ暑いの。(男2)

8.地 球が廻るのになぜ家が倒れないの。

9.川 の水は天気が続いてもなくならないのはなぜ。

10.井 戸水は冷いがなぜ。

11.な ぜ 山や川があるの。

12.川 は どこから流れてくるの。(女 ∫)

13.井 戸水はくんでもくんでも無 くならないのはなぜ。

14.富 士 山はなぜきれいなの。

15.土 の色が場所により違 うのはなぜ。

16.海 の永はなぜ塩からいの。(女1)

6)6才 女子

1.空 はなぜ青いの。(女2)

2.空 はなぜ高いの。

3.雷 は どうして冬にならないの。

4.な ぜ夏秋冬春があるの。

5.な ぜ お池に氷がはるの。

6.鉱 物 はなぜ山に多いの。

7.金 と銀 とはどうちが うの。

8.塩 は どこからきたの。

7)7才 男 子

1.朝 と昼となぜ分けるの。

2.地 球はなぜ落ちないの。

3.磁 石 はどうして南北をさすの。

4.方 向はいつきめたの。

5.空 気 はなぜ見えないの。

6.雷 はなぜなるの。

7.遠 い山はなぜ青いの。

8.海 の水はなぜ青いの。

8)7才 女子

1.空 はなぜ青いの。

2,雷 はなぜ光ったり鳴ったりするの。(女2)

3.夜 はなぜ暗いの。

(7)気 象 に関するもの

1)4才 男子

1.雨 が降るとなぜ太陽が出ないの。

2.ラ ジオで どうして天気がわかるの。

2)4才 女子

1.冬 はなぜ寒いの。

2.雨 はなぜ降るの。

3.雲 は雨のときは早く走るがなぜ。

4.雪 はなぜ白いの。

3)5才 男子

1.な ぜ昼と夜があるの。

2,夏 あついのはなぜ。(女2)

3.冬 雪 が降ると寒いのはなぜ。

4.雨 は どこから降るの。

5.な ぜ雨が降るの。(男2)

6.雨 の あとなぜ虹がでるの。

7.雲 はなぜ変った形になるの。

8.寒 い となぜ雪がふるの。

9.雪 はなぜ夏に降らないの。

10.な ぜ風が吹 くの。(男2)

4)5才 女子

1.天気 のよいときなぜ雨がふ らないの。

2.雨 はなぜザーと降るの。

3.な ぜ風が吹くの。(男2)

4.雲 は綿みたいなものなの。

5)6才 男子

1.冬 はなぜあるの。

2.冬 は なぜ寒いの。

3.な ぜ暴風が起きるの。

4.な ぜ雨が降るの。(女1)

6)6才 女子

1.雨 が止んだのは天に水が無 くなったからなの。

2.な ぜ雨が降るの。

3.な ぜ氷が張ったの。

7)7才 男子

1.あ すの天気が どうしてわかるの。

2.夏 は暑 く冬は寒いのはなぜ。(女1)

3.な ぜ雨が降るの。(男2,女3)

4.雨 があんなに降っても無 くならないの。(女1)

5.雨 はだれかが降らすの。

6.雲 は煙突から出た煙なの。

7.雲 は なぜ形が変るの。(女1)
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8.雲 はなぜ白いの。

9.風 はなぜ吹 くの。(男2, 、女2)

10.風 は どこから吹くの。(女1)

8)7才 女 子

1.雲 は何からできたの。

2.雲 はなぜ動 くの。

3.雪 は何からできたの。

以上の質問の種類を次のように分類して時間配当の割

合を設定してみた。四季の移 り変 りに案外関心が うすい

ことには注 目したい。しかし四季を構成する要素そのも

のは関心が深いのである。

第6表 気象関係の質問

事 ,剣 質醐 蝋 齢

夫

体

地

球

気

象

計

太陽

月

星

空や雷

山川海

雨風雪

四季

16

45

32

39

34

47

13

226

8

20

14

17

15

20

6

100

1

2

2

3

3

4

1

(8)人 体 に関するもの

1)3才 男子

1.手 の皮のなかに何があるの。

2.オ シ ッコのなかになぜお茶があるの。

2)3才 女子

1.お となりのうち赤ちんなぜないの。

3)4才 男 子

1.汗 なぜ出るの。

2.赤 ちゃんはどうしてお母ちゃんのぽんぽから出たの。

4)4才 女子

1.な ぜお風呂に入るの。

2.お ちいちゃんの毛なぜ自いの。

3.ど うして男 と女 とがあるの。

5)5才 男子

1.ほ くろはどうしてできるの。

2.こ ぶはどうしてふ くれるの。

3.パ ーマかけるとどうして毛ぶちじれるの。

4.蚊 に刺されるとなぜかゆいの。

5.指 は なぜ5本 あるの。

6.昔 の人には尾があったの。

7.お ひ る に な る となぜ ご は ん を食 べ るの 。

8.お ば あ ち ゃ ん は なぜ あ ん な に太 っ て い るの 。

9.寒 い と ど う して 口 か ら煙 が 出 るの 。

10.お じい ち ゃ ん なぜ お ぼ え が わ るい の,

11.な ぜ 病気 に な るの 。

6)5才 女 子

1.ど うして 毛 は 黒 い の 。

2.皮 は なぜ む け るの 。

3.年 を と る とな ぜ 白毛 にな るの 。

4.髪 は ど うして 伸 び るの 。

5.な ぜ 毛 が あ る の。

6.髪 の毛 何 本 あ るの 。

7.蚊 が 刺 す とな ぜ か ゆ くな るの 。

8.海 水 浴 に行 くとな ぜ 顔 が や け るの 。

9.な ぜ お な か がす くの。

10.笑 う となぜ お 腹 が す くの。

11.お 人 形 は なぜ 歩 け ない の。

12.な ぜ 水 を飲 む の。

13.な ぜ 寝 る の。

14.な ぜ 眼 鏡 をか け る の。

15.目 玉 は なぜ 動 くの。

16.ね む くな る となぜ あ くび が 出 る の 。

17.悲 しい となぜ 泣 くの 。

18.人 は ど うして動 くの 。

19.お 母 さん は な ぜ肥 っ て い るの 。

20.お 母 さん は 生 れ た と きか ら大 きい の 。

21.お 母 さん には オ ッパ イ あ るカミ男 に は な ぜ な い の 。

22.お 母 さん は 男 か 女 か 。

23.お 母 さん は な ぜ 赤 坊 を産 む の 。

24.人 は なぜ 死 ぬ の 。

25.お 風 呂に なぜ 入 るの 。

26.バ イ キ ン て な あ に。

27.な ぜ 病 気 に な る の。

7)6才 男 子

1.は げ は なぜ 光 る の。

2.爪 は ど う して生 え た の。(女1)

3.人 は 飛 べ な い の は な ぜ。

4.人 には なぜ 飛 ぶ 羽 根 が な い の 。

5.ハ チ に刺 され る と痛 い の は なぜ 。

6.お で き は なぜ で き るの 。(女1)

7.な ぜ 人 は夜 だ け眠 るの 。

8.年 を とる となぜ お じい ち ゃん に な るの。

9.人 は な ぜ生 き て い られ る の。

10.人 は死 ぬ と どこ へ行 くの。

11.人 の 一番 初 め は な あ に。
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12.父 が男 で 母 が 女 な の。

13.な ぜ 男 と女 とが あ る の。

14.な ぜ 病 気 に な る の 。

8)6才 女 子

1.日 本 人 の毛 が黒 い の は なぜ 。

2.外 国 人 の毛 は なぜ 赤 い の 。

3.爪 は ど う して あ る の。

4.な ぜ人 に手 が あ る の。

5.お へ そ は な ぜ あ る の。

6.お へ そ の な か の 黒 い も の取 る とな ぜ 痛 い の 。

7.蚊 に刺 され る とな ぜ か ゆい の。

8.汗 はな ぜ 出 る の。

9.人 はな ぜ 着 物 を着 る の 。(女3)

10.暑 い となぜ 帽 子 を かぶ る の。

11.女 は なぜ ス カ ー トを は くの。

12.人 の顔 は なぜ 人 に よっ て ち が うの。

13.か み の毛 は なぜ 黒 い の 。

14.タ マネ ギ を切 る とな ぜ 眼 が痛 い の 。

15.耳 は ど う して造 っ た の 。

16.な ぜ ガ ス が 出 るの 。

17.ど う して人 は 口を き くの 。

18.歩 く となぜ つ か れ るの 。

19.な ぜ わ た しま だ 小 さい の 。

20.わ た しが死 ぬ と ど こへ 行 くの 。

21.お 母 さん の オ ッパ イ なぜ 大 きい の 。

22.お 父 さん は な ぜ 赤 坊 を産 ま な い の 。

23.赤 坊 は な ぜ 歩 け な い の 。

24.赤 坊 は ど うして 乳 の吸 い 方 を知 る の。

9)7才 男 子

1.髪 は切 っ て もな ぜ 生 え る。

2.年 を と る とな ぜ は げ るの 。

3.黒 坊 は 生 れ た とき か ら黒 い の 。

4.爪 は な ぜ伸 び る の 。

5.歯 は な ぜ生 え る の 。

6.か らだ は な ぜ あ た た か い の 。

7.な ぜ血 が 出 るの 。

8.な ぜ シ ャ ッ ク リを す るの 。(女1)

9.な ぜ ア ク ビを す る の 。(女1)

10.な ぜ イ ビキ を か くの 。

11.な ぜ 夜 ね む くな る の 。

12.夢 は ど う してみ るの 。

13.あ ん ま さん も夢 を 見 るの 。

14.人 は なぜ 物 を覚 え られ るの 。

15.な ぜ 目ば た きす るの 。(女1)

16.く す ぐ る とな ぜ くす ぐった い の 。

17.なぜ年をとるの。

18.男 と女 とどうしてあるの。

19.男 は赤坊を産まないの。(女1)

10)7才 女 子

1.寝 る ときなぜ枕をしないといけないの。

2.眠 る ときなぜ目を閉じるの。

3.人 はなぜ死ななければならないの。(女2)

4.人 は どこから来たの。

5.人 はどうして生れたの。

以上人体に関する質問を統計してみると,7表 のよう

になる。

第7表 人体関係の質問

事 劇 質翩%陣 分

皮 ふ

性に関するもの

構造 と作用

神 経 感 覚

衛 生

24

21

36

19

15

21

18

31

16

14

2

2

3

2

2

(9)年 令別性別質問の種類別質問数の概要

山下俊郎著幼児心理学,昭 和13年.P.22～221『 質

問の対象』によると,デ ヴィスの調べでは1人 の質問数

男子は器械類3.30,言 葉め意味3.15,自 然現象1.95,

博物(主 として生物)1.74,衣 服1.36,家 事1.26と あ

る。アメリカの子供と目本の子供では幾分違 うで あ ろ

う。殊に言葉に対する質問というようなことは日本の子

供では余程少いのではないかと思われるが,そ の他のも

第8表 年令別性別種類別質間数集計

罫
生物

物理

自然

現象

植物

動物

物理

機器

天体

地球

気象

・才1・才i・才1・才1・才

男i姻姻 姻 姻 女
・i・回 ・1・i・1・1・2[・;・

・1・回 ・1・81・・f51161・41・5

OI213121141619171618
・回 ・1・i1・f81121・i81・

OIO12151918113f16f15112
112101011217118112815
・回 ・1・ll・1・1・1・41・2

計

34

103

57

48

90

65

62

137

105

217

%

6

18

10

8

16

11

10

24

18

37

人体i人 体i・1・1・131・1!・・1・4291・91・・」122・221・ ・{・・

計
・1・11・}・811619・1791101186170158・i58・[

111281206118011561581
% 25135131127 1001100
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のでは大体同じような傾きが出てくるのでは あ る ま い

か。と書いてある。

本調査による第8表 は大体目本の幼児の状態を示すと

思われるが,こ の表をみると質問が5才 で最も多 く,漸

次多 くなるはずの6才7才 で減っているのは何んと説明

すべきか。またこの調査による幼児の知 りたがっている

数 と前記現行教育とは第9表 のように明らかな大きい差

がある。

有元;幼 児の疑問と自然観察指導との関係

にすると,第10表 下欄のような方向に変えなければなら

ないことになる。しかしそれは社会の要求や園の環境な

第10表 単元数の比較

現行教材単元数

自然現象 生物

天体購 騰 剿働
人体物理 計

1・ 口 ・i・3国 ・i・i…

第9表 教材内容数の比較

縢櫞陣刎 人倒 物倒 雑1
幼児の質問数

1%371241・ ・[181

現行教育教材 1%12(7112114 1

1幼 児恥 の単元数i・1・i・ 同 ・1・i・1…

なおまた前記現行単元数の配分は第10表 の ようにな ・

っているがっ本調査による幼児のニー ドを主 としたもの

どにより多少の差があるのは当然であろう。

⑩ 疑問は小学生へどう発展 しているか

小学校の疑問調査について堀七蔵氏蒡による調査 と本

調査 とを比較 してみると,X11表 のように小学校では生

物方面が減 り,人 体への疑問が著しく増加する傾向をと

ているのは面白い。

第11表 幼児と小学生との疑問比較

自 然 現 象

天体 擁 囲 気刻 計

生 物

幼 児 1%・6
11」10 37

動物1植 刎 計

1816 24

人体
物 理

物倒 機例 計

21110 8

計

・8い ・・

小 学 生 10.1114.7_l--.7136.5'1`12.2(8.8121.Ol37.81.19..1(7.2126.3121.6

IV結 論

私は不特定幼児の不特定疑問を戦前に調査 し第8表 を

得て,そ の大体の傾向を知ることができた。幼児の疑問

数や内容は幼児 のニー ドを示すと仮定 し,ま た幼児のカ

リキュラムは幼児のニー ドを大きい柱 とする建前から,

現 在行われている幼稚園の教材単元とそのニー ドとを比

較 してみると第9表 のようにその差が甚 しい。そこで現

行単元を第10表 を参考にして再検討をする必要がある

と思われる。
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